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至仏山
マナーマップ

オゼソウ ホソバヒナウスユキソウ 蛇紋岩

　尾瀬ヶ原の西側に位置する至仏山（標高2,228ｍ）は、主に蛇紋

岩といわれる岩石でできています。至仏山の蛇紋岩は、約２億5100

万年前頃に地下深くで形成され、その後、約１億年前頃に地殻変動

によって隆起し山体が形成されました。

　蛇紋岩は鉄とマグネシウムを主成分とする岩石で、溶け出した高

濃度のマグネシウムイオンが、植物の根の水分吸収を妨げるため、

植物が生育しにくく、蛇紋岩の特性に適応したホソバヒナウスユキ

ソウなどの蛇紋岩変形植物や、オゼソウに代表される北方系植物の

生き残りである蛇紋岩残存種などの特殊で貴重な植物が生育してい

ます。

　至仏山は、美しい花や眺

望に魅せられ、毎年多くの

登山者が訪れます。

　登山道沿いでは、長年の

利用の影響などにより、登

山道周辺の植生が荒廃し、

泥炭や土壌が流失し、裸地

化がすすんでいます。

　この深刻な状況を受けて、

尾瀬保護財団では、行政、

地元関係者などで構成され

る「至仏山保全対策会議」を

設置し、科学的な調査や利

用実態の把握などを行いな

がら、至仏山を保全するた

めの様々な対策を行ってい

ます。

　貴重な至仏山の自然環境

を次の世代に引き継ぐた

めには、至仏山を訪れる全

ての登山者が、設けられた

ルールやマナーを遵守する

ことが大切です。ご理解と

ご協力をお願いします。

登山道の幅が明確になっていなかった頃（昭和58年）

東面登山道の荒廃箇所（植生回復作業地）

至仏山から望む尾瀬ヶ原

　至仏山の保全対策は、平成19年に策定された「至仏山保全基本計

画」に基づいて、関係者で組織された「至仏山保全対策会議」を中心

に実施しています。

　登山道のあり方を科学的に検討するための環境調査や、東面登山

道の上り専用化に代表される利用のルール作りなど、全国の国立公

園の中でも先進的な取り組みを行っています。

尾瀬ヶ原と至仏山

至仏山の自然
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至仏山保全対策カレンダー

残 雪 期 登 山 道 閉 鎖 期 間 グ リ ー ン シ ー ズ ン 期 間

GW（ゴールデンウィーク）前後の対策
【４月下旬道路開通日～５月６日】

登山道閉鎖【５月７日～６月30日】
芽吹き始めた高山植物を守るために、登山道を閉鎖し
ています。
※雪の状況に応じて、閉鎖期間が変更になる場合があります。

植生保護や安全の観点により、立入禁止区域等を設定し、山スキーヤーなどにチラシを配布する
など啓発活動を行っています。

立入禁止区域を明確にする誘導ポール設置の様子 立入禁止区域等を記載したパンフレットを配布し啓発活動を行う

①東面登山道の上り専用化
②携帯トイレの推奨
　トイレ施設は、登山口以外にはないことから、携帯
トイレの携行を推奨しています。

③植生回復作業
　長年の利用の影響などにより荒廃した東面登山道
で、植生回復作業を実施しています。

高山での植生回復
作業は困難で、試行
錯誤をしながらの
作業が続く

④登山道の付け替えの検討
　登山ルートの付け替えの必要性が指摘されている下記３区間（４
ルート）において「尾瀬国立公園　至仏山登山道迂回案の妥当性
検討報告書」に記載された内容の具体的な検討を進めています。

　1.至仏山東面道上部　　2-1.小至仏山南面・流紋岩斜面
　2-2.小至仏山南面・三角ベンチ一帯　　3.オヤマ沢田代

⑤登山道の維持管理
　登山道補修、立入防止柵の設置・撤去、清掃活動

検討メンバーによる現地下見の様子

ボランティアと行う立入防止柵設置作業の様子

傷んだ登山道の補修の様子

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

～至仏山保全対策の実施体制～

【尾瀬ビジョン基本理念】

グリーンシーズンの対策【７月１日～11月上旬道路閉鎖日】

※11月上旬以降、至仏山登山道に通じる道路は冬季閉鎖されます。


